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: は  し が  き

肥育経営の多頭化に伴って黒毛和種去勢牛の肥育でも群

飼で濃厚飼料を全期間にわたっての不断給餌によって良い

増体成績が得られることから県内にも普及してきた。その

反面粗飼料は牛の生理機能を維持するに必要な最少限の給

与にとどまっているに過ぎない。しかも現在では仕上げ目

標の体重が大型化の傾向にあるため,肥育期F83の延長によ

る肥育末期の飼料効率の低下や,食い止まり,あ るいは厚

脂などの問題が生じているほか,加えて飼料価格の高膳は

牛肉生産の経済性を不安定なものとしている。

これらの問題解決に対処するため,肥育前期に低カロツ
ー飼料を給与して増体速度を抑制することにポイントをお

き,肥育後期には高カロリー水準の飼料に戻して肥育障害

の防止,飼料効率及び肉質等を向上する技術について検討

した。

2試 験 方 法

供試牛は黒毛和種の去勢牛 8頭を用い表 1の とおり区分

した。

試験期間は予備飼育 3週後,昭和54年 7月 17日 から昭和

56年 1月 13日 までの78週 (569日 間)と し,飼養方法は産

肉能力検定間接法にもとづき,牛_F(パ ドック付き)に 4

頭ずつ群飼した。飼料の給与はカランドアー方式の個別給

餌器を用い,ウ ォーターカップにより自由飲水とした。肥

育終了時のと殺解体ならびに肉質調査は産肉能力間接検定

の方法に準じて行った。

表 : 試験区分と給与飼料

注.濃厚飼料の栄養組成は肉牛特 10号 は DCP ll l%,
TDN 59 0%,間 検用はDCP 10 1%, TDN 72 3%,
稲わらの切断長約 20Cπ 。

3 試 験 結  果

1)増体重 (表 2)

前期50週間の増体重は△区で 2522″ . B区 では2606

りで,1日 当たり増体重 (以下 DOと 略す)は A区 072″ ,

B区 074切で日標値とした075り をや 下ヽ廻り,増体ペー

スは試験開始後44遇頃より鈍化した。

後期
"週
間の増体重はΔ区 77.4″ ,B区 818り で,DG

はA区 039り ,3区 042り となり,前期より各々033嫁
032″下降して,全期間通算のDGは A区 060ん,に対して

B区は063り でや 上ヽ廻る成績を示した。

2)飼料摂取量と要求率 (表 2)

濃厚飼料摂取量は初期に漸増し1日 1頭当たりでは30～

40週の間で最も多く,A区 910り ,3区 907ん,と はとんど

同じく,平均体重比でみると
"～
30週の間で最も多く22

%摂取した。以降は漸減し前期 511週間では 1日 1頭当たり

A区 831″に対してB区では816″でや 少ゝなかったが,

平均体重比では両EXFと も21%であった。
後期28週間では 1日 1頭当たりA区は774りであったが

B区は678切で少なく,平均体重比ではA区 13% B区
12%でほとんど等しかった。

稲わらの摂取量は個体ことのバラツキが大きいが,初期

における濃厚飼料摂取量が増加することによって減少し,

濃厚飼料摂取量が減少すると増加した。しかし,全期FB1 1

日1頭当たりの摂取量はA区 052″ に対してB区は 061″

でや 多ヽく,摂取率ではA区 61%に対してB区は79%で
や 上ゝ廻ったが両区ともに低い成績を示した。

濃厚飼料要求率は前期の50週間ではA区 1153・ B区 10

96,後期の28週間ではA区 1962に 対してB区は1623であ

り,両区とも高くなってとくにA区は著しく高くなった。

TDN要求率は前期50週間でA区 706, B区 678,後期
の28週間では△区1210 B区 1225と なり後期は前期に比

較して著しく高くなった。全期間通算ではA区 82に対し
B区は8"で僅かに低かった。
3)健康状態
試験期間内には開始時 1頭 (10号牛 )に下痢の発生がみ

られたが間もなく治癒した。また時々陰毛に結石付着がみ

られたが尿石症の発生はなく,概ね健康状態は良好であっ

た。

と殺時の内臓険査所見では両区ともに軽度のパラケラ

トージスと膀脱内結石が認められた。

4)と殺解体成績及び枝肉審査結果 (表 3)

試験終了後は絶食させてと殺したが,終了時体重とと殺

前体重の差は■区が 144″ (24%減 )に対してB区では

78″ (13%減 )とその減少率が少なかった。

前 期 (50週間) (28週間 )
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表 2 増体,飼料摂取 ,飼料要求率 (平均 )
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表 3 解体,枝肉審査成績

彬
区Δ 区B

1 2 3 4 平均・計 7 8 9 平均 計

終 了 時 体 重 (り) 574 599 562 6,636 5997 582 647 624 3 6t143

と殺 解 体 重 ぐり) 562 584 647 585 3 5965

温と体
 鶉

366 368 38,3 390 401 394 0

65 1 65 2 67 2 662 67 6 65 2 65 1 66 5 66 1

ロース芯面積 0) 53 628 6113
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枝肉歩溜 りはA区 662% B区 661%で ほとんど両区に   間を通 してみるとA区は061″  B区 では063"と なっ
差がなく良好であった。                   た。

脂肪の色沢 ‐質は両区ともに良好で脂肪の厚さ,ロ ース  2)前 期の濃厚飼料摂取量は 1日 1頭当たりA区 8311・7
芯面積 ,脂肪交雑については両区の差 というよりも個体間   B区 では816り で,平均体重比は両区とも21%でやヽ
のバラツキがめだったが,肉質は両区ともに概ね良好と思   多かった。
われた。                         3)濃 厚飼料要求率は後期に両区とも高くなり,と くにA

区は著しく高 くなった。
4 要      約 4)粗飼料の稲わら摂取量は少なく全期間の摂取率は五区

和牛に対 して低カロリー飼料を給与した肥育について検   66% B区 79%で極めて低かった。
討したところ次の結果を得た。               5)肉 質は概ね良好であった。

1)1日 当たりの増体量は44週目頃から減少 t/たが,全期


